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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

５月に交通安全を願って、町内全園の新入園児に

黄色い帽子が配られました。

交通安全教室の様子（東築城保育園　年長児）
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会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
　　　　事業活動収入計 ⑴
人件費及び事務費支出
事業費支出
共同募金配分事業費
助成金支出
　　　　事業活動支出計 ⑵

　　 　 施設整備等収入計 ⑷
固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
　　 　 施設整備等支出計 ⑸

事
業
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動
に
よ
る
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支

収
　
入

収
入

支
　
出

支
出

サービス区分間繰入金収入
その他の活動による収入
　　　その他の活動収入計 ⑺
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
　　　その他の活動支出計 ⑻

当期資金収支差額合計 ⑽=⑶＋⑹＋⑼
前期末支払資金残高　 ⑾
当期末支払資金残高　 ⑽＋⑾

収
入

支
出

施
設
整
備
等
に

よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

区分 勘定科目
（単位：円）

令和４年度の決算について以下のとおりご報告いたします。

令和４年度 築上町社会福祉協議会決算

事業活動資金収支差額 ⑶＝⑴ー⑵

施設整備等資金収支差額 ⑹＝⑷-⑸

その他の活動資金収支差額 ⑼=⑺ー⑻

2,488,500
4,496,415
60,615,198
160,503,752
13,537,006

1,006
1,266,208

242,908,085
133,238,515
102,993,581

501,080
1,395,000

238,128,176
4,779,909

0
4,062,000
1,455,408
5,517,408
△5,517,408
4,626,548
6,139,320
10,765,868
4,626,548
3,143,640
7,770,188
2,995,680
2,258,181
9,954,177
12,212,358

決算額

築上町内の放課後児童クラブ室4ヵ所

学童保育スタッフ募集
仕事内容　放課後及び土曜日、夏・冬・春休み期間、
　　　　　小学生の宿題や遊びの補助
勤 務 地　築上町内の放課後児童クラブ室4ヵ所
時　　給　930円～980円
資　　格　不問
勤務時間　①14：00～18：00
　　　　　②7：30～18：30内7.5時間程度の
　　　　　　シフト（休憩60分）
　　　　　※基本的には①ですが土曜日、夏・冬・
　　　　　　春休み等は②
　　　　　※行事により変更の場合あり
　　　　　※休日出勤あり
休　　日　毎週日曜日と他1日、年末年始（12/29～１/3）
待　　遇　通勤手当支給、有給休暇あり、雇用・　
　　　　　労災保険加入、その他詳細は面談にて
応　　募　電話連絡後、履歴書（写真貼付）を下記
　　　　　へ郵送または提出してください。
受付時間　8：30～17：00(土・日・祝日除く)
夏休み期間中のアルバイトも同時募集

仕事内容　町内小学生１～３年生迄の児童に勉強や
　　　　　遊び等の指導を行って頂くお仕事です。
勤 務 地　築上町椎田社会福祉センター
　　　　　「自愛の家」
時　　給　900円
資　　格　不問
勤務時間　8：00～17：00(休憩60分)
休　　日　土・日・祝日、お盆(8/14、15、16)
待　　遇　雇用・労災保険加入、マイカー通勤可
応　　募　電話連絡後、履歴書(写真貼付)を下記　
　　　　　へ郵送または提出してください。
受付時間　8：30～17：00（土・日・祝日除く）

　築上町社会福祉協議会
　〒829-0301 築上郡築上町大字椎田861-1
　　　　　　　  TEL0930-56-2223

築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」

夏休み学童保育
アルバイト募集

募集期間
令和5年
7月21日～
8月31日

通年

築上町児童館
〒829-0311 築上郡築上町大字湊1280-1
　　　　　　　TEL0930-57-4300

放課後児童クラブ室

築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」
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広報部会　畦津　多惠子

「
美
味
し
い
お
米
」

元
幼
稚
園
教
諭
　
仲
谷
キ
ヌ
ヱ
（
旧
姓 

山
内
）
北
九
州
市
在
住
　
75
歳

ふ
る
さ
と
回
想

　
旧
築
城
町
伝
法
寺
出
身
の
私
が
初
め
て
就
職
し
た
場
所
は
、
築
城
町
一
丁
畑
に

あ
っ
た
「
こ
と
ぶ
き
幼
稚
園
」
で
あ
る
。「
こ
と
ぶ
き
幼
稚
園
」
は
旧
椎
田
町
水
原

に
あ
る
長
壽
寺
の
爪
田
一
貫
住
職
が
慈
善
事
業
の
為
に
建
て
た
と
聞
い
て
い
る
。
当

時
、
築
城
町
で
初
め
て
の
幼
稚
園
で
あ
っ
た
。
園
児
は
門
徒
の
お
子
さ
ん
や
自
衛
隊

員
の
お
子
さ
ん
、
西
鉄
バ
ス
で
椎
田
町
高
塚
や
築
城
町
安
武
か
ら
通
う
お
子
さ
ん
も

い
た
。

　
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
「
降
誕
会
」
に
は
、
廃
品
回
収
を
し
て
集
め
た
お
金
で
バ
ス
を

貸
し
切
り
、長
壽
寺
に
お
参
り
に
。
そ
し
て
、お
参
り
さ
れ
て
い
る
方
々
の
前
で
歌
っ

た
り
、
お
遊
戯
を
し
た
り
し
て
ふ
れ
あ
い
の
場
を
持
っ
て
い
た
。

　
卒
園
後
に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
先
生
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
い
き
た
い
」
と
言
う
の

で
父
母
に
相
談
す
る
と
、
父
は
「
お
前
を
慕
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
が
い
て
嬉
し
い
」

と
言
い
、
母
は
早
速
近
く
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
食
事
の
用
意
を
し
た
。

　
私
は
ケ
ガ
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
、
西
鉄
バ
ス
に
25
人
の
子
ど
も
を
乗

せ
て
自
宅
へ
。
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
飛
び
跳
ね
て
い
た
。

日
頃
私
に
は
「
静
か
に
せ
ん
か
」
と
言
う
父
も
、
子
供
た
ち
が
大
騒
ぎ
し
て
も
何
も

言
わ
ず
に
笑
っ
て
い
た
。

　
食
事
の
時
、「
山
内
先
生
、
こ
こ
の
お
米
は
美
味
し
い
ね
」
と
言
い
、
お
代
わ
り

を
し
た
。
お
手
伝
い
の
方
は「
築
城
の
子
ど
も
は
言
う
こ
と
が
し
ゃ
れ
て
い
る
ね
」と
。

　
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
た
後
は
、
話
が
弾
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
帰
り
に
は

「
知
恵
の
文
殊
様
」
に
行
き
、
成
長
を
祈
願
し
た
。

　
翌
年
に
は
、「
文
殊
様
」
に
お
参
り
し
た
子
ど
も
が
入
れ
替
わ
り
「
き
た
よ
」
と

立
ち
寄
っ
て
い
た
。
あ
の
天
真
爛
漫
で
無
邪
気
な
子
ど
も
た
ち
が
目
に
浮
か
ぶ
。
そ

の
子
ど
も
は
、
農
業
に
専
念
し
て
「
美
味
し
い
お
米
」
を
作
り
、
築
城
で
農
業
を
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
保
護
者
や
知
人
か
ら
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
心
が
温
か
く
な
り
、

ご
飯
が
美
味
し
い
。

　台風２号接近での雨の中、“親子でお話し
会”の取材のため児童館へ伺いました。
　参加者は２か月から１歳過ぎの幼児で絵本
やお話しを聞かせる日でした。講師の立川恵子先生は、色々な小道具を準備されて幼児が飽きないよう
に上手に時間配分し、絵本の読み聞かせやちょっとしたゲーム、紙芝居などお話しを交えながら親子で
楽しめるように工夫して、和やかな時間でした。しかしながら、幼児たちは自由気ままに動き回り、道
具入れに興味津々、自分で小物を引っ張り出したり入れたりと目まぐるしい動きに身体がついていけな

い自分を発見し、「こんなに動けなくなっている！」と少し
情けない思いをしました。５０有余年前の子育てを思い浮か
べると、ご近所の方との繋がりが強かったことを一番に感じ
ました。歳月の流れなのか、今現在の付き合い方なのか、静
かすぎる部屋の雰囲気、もう少し動きがあってもいいのに
なぁ、と思いました。天気の日は外で子どもの相手をしなが
らお隣さんと対話をする時間があって親子で楽しく過ごせる
ような環境づくりの必要性を感じる1日でした。
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生活支援ボランティア『つむぎの会』

　

田
植
え
期
の
喧
騒
も
去

り
、
水
田
の
青
田
波
が
目
に

優
し
い
季
節
の
訪
れ
で
す
。

　

し
か
し
、
梅
雨
末
期
と
も

重
な
る
七
月
は
、
「
数
十
年

に
一
度
」
と
表
現
さ
れ
る
豪

雨
災
害
が
多
発
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　

万
一
こ
の
よ
う
な
災
害
に

遭
遇
し
た
場
合
、
私
た
ち
は

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ

き
か
、
常
に
心
掛
け
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

　

幸
い
築
上
町
か
ら
、
災
害

時
の
指
針
と
な
る
【
総
合
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害

時
に
備
え
た
基
本
的
な
考
え

方
、
自
宅
周
辺
の
危
険
区

域
、
避
難
所
な
ど
を
明

記
）
】
が
全
戸
に
配
布
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
の
時
節
に

読
ん
で
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
　

災
害
発
生
の
な
い
こ
と
を

祈
念
し
つ
つ
、“

備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
“
で
梅
雨
と
こ

れ
に
続
く
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　築上町に「自分たちの住む町を自分たちの手で住み続けられるようにし
たい」という住民のみなさんの思いを形にした有償のボランティア活動、
生活支援ボランティア『つむぎの会』が立ち上がりました。
　昨年３月、６月、８月に「生活支援ボランティア講座」を受講されたみ
なさんが、その後の学習会で活動内容や仕組みをみなさん自身で考え、意
見交換を行い、今年３月より活動を開始しました。

　『つむぎの会』の名称には、糸を紡ぐようにほんの少しのお手伝いを希望する人と、
自分にできることで手助けしたいと思っている人、人と人とをつなぎたい人が各々
の立場で住みやすい社会とは何かを考え支援していくという思いが込められていま
す。
　現在、約２０名の方が『つむぎの会』の活動会員さんとして登録しています。
　活動会員さんは、普段から地域の方への声かけや見守りをされている方、ボラン
ティア活動は初めてだけど何か自分に出来ることがあればお手伝いしたいという方、

以前ボランティア活動をしたことがあり、また出来る時に活動していきたいという方、自分の経験がどな
たかの役に立てばという思いを持たれている方など、みなさん様々な思いを持って登録されています。

　先日『窓ふき、カーテンの洗濯』の依頼がありました。ご高齢のため、ご自身で
できなくなった高い位置にあるカーテンの取り外しや洗濯、取付、居間と寝室の窓
ふきを２名の活動会員さんが行いました。

　私たちは、一人一人みんなそれぞれに大切な毎日を過ごしています。
住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、高齢者の日頃の暮らしの中での困りごとを地域の活動会
員さんがお手伝いすることで一人一人の毎日を支えていく、生活支援ボランティア『つむぎの会』の活動が、
私たちの町にしっかりと根をはり、広がっていくことを願い、地域のみなさんの困りごとは“我が事”と
して、地域でお互いに支え合える仕組みづくりに向けて歩んでいきたいと思っています。

生活支援ボランティア
つむぎの会

《事務局》
築上町社会福祉協議会
連絡先：0930-56-2223

活動者募集!


